が 欠け て いる こと で ある 。 B SC (バラ ンス スコ ア 
カー ド ) が 、 こ の 溝 を 埋め 、 戦 略 と IT を 結ぶ 仕掛 
け と し て 有効 な 手段 で あり 、 I エ T を 核 に 戦略 策定 と 
実行 を 統合 ・ 管 理 す る 上 で 欠か せな い 。 


第 6 回 1 月 9 日 ) ーー 
講義 タイ トル 
「 ベ ンチ ャ ー ビ ジ ネス に お ける 技術 経営 」 
講師 
大 阪 大 学 大 学院 経済 学研 究 科 
で 教授 小林 敏男 氏 
技術 シー ズ か ら の ベン チャ ー ビ ジ ネス 創出 の 事例 
を 紹介 し 、 自 身 が 関与 し (て いる ベン チャ ー ビ ジ ネス 
の 代表 二 人 に 各社 の ケー ス 分 析 を 行っ て も ら っ た 。 
大 学 発 ベ ンチ ャ ー 創 業 / 操 業 に お ける MOT と 題し 、 
優れ た 技術 シー ズ を 持つ 大 学 発 ベ ンチ ャ ー 創 出 を ど 
の よう に 進め て きた か を 説明 、 事 業 立 ち 上 げに あ 
た っ て の プロ ジェ クト ・ マ ネジ メン ト 手 法 の 導入 等 、 
MOT (技術 経営 ) の あり 方 に つい て の 報告 が あっ た 。 
事例 報告 者 
・ 維 アイ キャ ッ ト 代 表 取 締 役 CEO 西 願 雅也 氏 
・ 山 サイ ン ポ スト 代表 取締 役 CEO 黒川 敦彦 氏 


第 7 回 1 月 16 日 ) ーー 
講義 タイ トル 
「 ク ラス ター と イノ ベー ショ ン シ ス テム 」 
講師 
山 三 菱 総合 研究 所 
~~ 主任 研究 員 石川 健氏 
「 ク ラス ター」 の 研究 は まだ 浅く 定義 も 明確 に さ 
れ て な い の が 現状 だ が ある 特定 の 分 野 に 属し 、 相 
互 に 関連 し た 企業 と 機関 か ら な る 地理 的 に 近接 し た 
集団 と する 。 ク ラス ター の 有効 性 を 生産 性 向上 、 
イノ ベー ショ ン の 謗 発 、 新 規 事 業 化 の 促進 の 観点 か 
ら 、 九 州 シ リコ ンク ラス ター を 例 に 解説 され る 。 
また 、 イ ノ ベ ー シ ョ ン に つい て は 基礎 研究 ・ 試 験 
研究 ・ 応 用 研究 ・ 技 術 開発 の 違い を 認識 、 ク ラス ター 
内 で の 役割 を 分 担 し 、 連 携 を と りな が ら 大 き な 統 一 
目標 を 掲げ た 産業 戦略 の 実現 を めざす べき と 力説 。 


第 8 回 1 月 3 日 ) し 
講義 タイ トル 

「 ベ ンチ ャ ー キ ャ ピタ ル と 産業 再生 」 
講師 

| 奈良 先端 科学 技術 大 学院 大 学 

助教 授 桐 畑 哲也 氏 


日 本 の 産業 再生 の 有力 手法 の 一 つと し て 、 先 端 科 
学 技術 を ベー ス と し た ベン チャ ー 企 業 の 募 出 が 期待 
され る 。 ベンチャー 創出 の フレ ー ム ワー ク は 起業 家 
と それ を 支え る パー トナ ー、 支援 環境 が 整わ ね ば な 
ら ず 、 そ の サイ クル の 好 循 環 が 欠か せな い 。 日 本 で 
の 環境 整備 の 遅れ を 指摘 する 。 

有力 パー トナ ー と し て 、 ベ ンチ ャ ー・ キ ャ ピタ ル 
が 欠か せな い が 、 豊 富 な 資金 力 だ け で な く 、 ビ ジ ネ 
スプ ラン 、 経 営 チ ー ム 、 技 術 を 目利き し た り 、 モ ニ 
タリ ング 、 経 営 支 援 な どの サポ ー ト も 必要 。 


第 9 回 2 月 7 日 ) ーー 
いい 講義 タイ トル 
「 日 本 に お ける 
ベン チャ ー 創 造 の 実践 と 課題 」 
講師 


エイ ケア ・ シ ステ ムズ 岬 
代表 取締 役 有田 道生 氏 

ベン チャ ー 企 業 を 起こ す た め 何 を 考え て お か ね ば 
な ら な いか か ら 、 実 際 の 起業 の プロ セス で 順次 検討 
すべ きこ と を 説明 。 

資金 調達 の た め に ベン チャ ー・ キ ャ ピタ ル と の 付 
き 合い 方 、 投 資 家 を 知る こと の 大 切 さ を 強調 。 マ ー 
ケッ ト の 再 認識 ・ 検 証 な ど を 通し て 信用 を 確立 する 
こと が 成功 の 鍵 で ある 。 会 社 を 創る 苦労 だ け で な く 、 
経営 する 苦労 が ある こと を 忘れ ず に マネ ジメント の 
仕組 み を 確立 する こと が 重要 。 ま た 、 株 式 会 社 設立 
の 本 質 を 理解 し て いな か っ た 反省 や 事業 拡大 プロ セ 
ス に お ける 追加 資金 調達 、 戦 略 的 M&A、 株 式 公開 
な どの 課題 を 自身 の 体験 を ベー ス に 順次 解説 が 加え 
られ た 。 


第 10 回 12 月 14 日 ) ーー 
講義 タイ トル 

「MBO と 事業 再生 」 
講師 
費 三 菱 総合 研究 所 
主席 研究 員 小松 原 聡 氏 

日 本 企業 の これ まで 辿っ て きた 事業 再生 の 背景 か 
ら 説 き 起 こし 、 現 状 で の 課題 を 明確 に 指摘 。 成 長 戦 
略 と し て 、 事 業 の 早期 着手 、 迅 速 な 再生 が 不可 欠 で 
あり 、 キ ャ ッシュ ・ フ ロー 経営 へ の 転換 が 必要 。 グ 
ルー プ 経 営 に お ける 本 社 機能 を 見 直し 、 不 採算 ・ コ 
ア 事 業 や 採算 の ある ノン コア 事業 の 整理 まで グル ー 
プシ ナジ ー が 発揮 で きる よう 事業 構造 改革 が 要求 さ 
れる 。 そ こ で 事業 構造 改革 の 有効 な 手段 の 一 つと し 


